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一般社団法人 

全国若年認知症 

連絡協議会だより NO.1６ 
 

 

若年性認知症とは・・ 

「18歳から 64歳の年齢で発症した認知症の総称」です。 

全国若年認知症家族会・支援者連絡協議会は、若年性認知症になる 

ことによって、本人と家族に生じた医療・福祉・介護・就労状況や 

その他生活全般等に関わる課題の解決に取り組んでいます。 

この会の活動を紹介するため、会報を年 4回発行しています。 

 

総会・全体会について 

６月 13日（土）、14日（日）総会・全体会は、ご参加の皆

さまのご協力のもと滞りなり終了することができました。ご参加

いただいた皆さま、お忙しい中ありがとうございました！当日に

変更された方もあり、最終的には、13日 第 5回総会には会

員・会場参加 19団体 25名、オンライン 7団体 7名、委任状

を合わせて過半数を超えて、第 1～第 4号議案は全て承認されま

した。 

 第 6回  全体会①は会員  会場参加 23団体 28名 オンライン 7団体 7名 

      全体会②は会員  会場参加 14団体 19名 オンライン 7団体 7名 

 その他に、オブザーバーとして目黒区役所の担当者 1名 他ご家族 2名の参加がありました。 

 全体会１日目では、助成金の再確認、新規団体の紹介、委員会活動への参加者募集の案内。成年後見

制度の見直しと高次脳機能障害の支援法の講義や 認知症基本法の意見交換がありました。 

 また、2日目は法人の HPやインスタ・FBを活用するための方法などの説明会、ジャックストアの説

明。その後、宮永、厚東医師による抗体薬の講義がありそれぞれ活発に質問、意見が行われました。13

日の終了後には懇親会も行われて、楽しい時間を過ごしました。今後とも、会員の皆さまにはご指導、

ご協力の程を宜しくお願い申し上げます。 

  

 

Topics 

・総会・全体会報告 

・海外視察報告 

・委員会の紹介 

・活動紹介募集 

・あとがき 

第 17回 全国若年認知症フォーラム in えどがわ 

日程  2027年 3月 7日（日） 時間 10時～16時（予定） 

会場  江戸川区タワーホール船堀 １F展示ホール 1・2 ほか 

〒134-0091 東京都江戸川区船堀 4-1-1 都営新宿線 船堀駅前 

参加費 無料 
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協議会ロゴマーク 決まる！！ 

全体会の中で「SNSなどを発信していく時に、全国若年認知症協議

会の発信であることが分かるように、アイコンにロゴマークを入れて

はどうか？」「そう言えば、ロゴマークはないね」と言う意見が上がり

ました。 

全体会終了後、ロゴマークの募集を行い 

（6月 30日締め切り）投票の結果左記のマ

ークに決定しました。 

皆様には、ロゴマーク応募、投票のご協力を 

            いただきましてありがとうございました。 

NO.3 は、空の会（Sky）長沼 亨さんの作品となりました。 

ホームページへの反映や、当会のリーフレット更新の際に、使用して 

いきたいと思います。 

また、次回のからの主催イベントにも活用できればと思います。 

海外視察報告  

「北欧の旅～デンマーク・スウェーデンを訪ねて想うこと～」  

池田 めぐみ （社会福祉法人東京栄和会 なぎさ和楽苑） 

◆行程 

2026年 5月 29日（金）～6月 6日（土）羽田発着、 

フィンランド経由 

◆渡航先 

デンマーク（コペンハーゲン、オーデンセ）、 

スウェーデン（マルメ、ルンド、ランツクローナ） 

◆主な滞在先 

ノーフュンスホイスコーレ（デンマーク国民学校）、ホテル 

◆主催 NPO 法人日本・デンマーク生活研究所 担当「北欧に学ぶ会」 

 

昨年度まで、千葉忠夫氏（デンマーク在住）、熊谷茂氏（岩手在住 法

人理事長）のお二人が 23 回に渡り北欧視察研修旅行を積み重ねてき

たものを有志で引継ぎ、当方は事務局を担い、23名のツアーとして今

回実現できた。全国からの参加申し込み者は、福祉関係のみならず多

方面分野の方々が集まり、それだけでも多様で面白い。 

視察先は、高齢、障害、保育分野と多岐にわたる。また、このツア

ーは、施設見学などの学びだけでなく、その国の文化や伝統、人々の

生活を見ることも学びの一つとして捉え、チボリ公園、アンデルセン美術館、バリアフリーショ

ッピングセンター、ルンド大学、クロンボーグ城などにも足を運び、様々な空気に触れることも

大切にしている。サマータイムの時期でもあり、21 時を過ぎてもまだまだ明るい。国民学校で

あるホイスコーレでの 3 泊の滞在では、夕食後の千葉氏やホイスコーレ副校長の momoyo 氏に

ロゴマーク 

No１ 1票 

No２ ４票 

No３ ７票 

No４ ４票 

No５ ３票 

No６ ３票 

計 22票 
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よるデンマークの社会保障制度をはじめ、ケアマネジメントや介

護福祉についての熱い講義を受け、終了後も研修生同士、遅くま

で熱くディスカッションをしていた。こんな風に、同じ仲間同士

語りあえることができるのも、この研修の醍醐味である。デンマ

ークやスウェーデンの福祉制度や仕組みなどは調べて知識を得

ることはできるが、福祉国家といわれているデンマークがどのよ

うな国なのかは、リアルに体感することで理解できるものがあ

る。デンマーク人のどの分野の方々に問うても、個を大切にする

こと、自己決定と自己責任。本人・当事者がどのように考えてい

るかを常に念頭においた対話を大切にする文化がある。自己理解

と他者理解ができるように子供の頃からの真の民主主義教育の

土壌ができていること。やはり、教育の大切さだ。一方、海外に

行って日本の良さにも気づかされる。介護の丁寧さ、こだわり、

察することなど日本ならではの文化によるものである。そうした

違いを理解し、様々な気づきを次に活かすためには、同じように

体感した仲間が必要だと感じており、法人

職員の参加を続けている。 

ヒュッゲとは、デンマーク語で「居心地の

よい時間や空間」として暮らしを豊かにす

る考え方として大切にされている。自分自

身も他者も尊重しあえる、そんな居心地の

良い場所を自分たちの周りにも作っていく

ことができたらと思う。 

 

 

 

 

 
 

 

白夜！ 

森の幼稚園 
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◆会員サポート委員会 

公式ラインと情報交換用グループラインのご案内 

全体会でご案内をしましたが、当法人関係のラインには公式ライン（情報提供用）と会員の

情報交換用にグループラインがあります。 

会員の皆さまにも是非、公式ラインの QRコードを開いていただき友達申請をお願いいたし

ます。各団体様の活動案内などをチラシと共にアップしていただけましたら、法人の HP やイ

ンスタにもアップが可能となります。また、意見交換などが行えるグループラインも存在しま

す。そちらのご利用がご希望の場合は事務局までご連絡ください。招待させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆会報委員会  皆さんの活動報告を募集しております。 

原稿フォーマットがあります.. 

kyougikai.kaihou@gmail.com までメールを 

いただければ、フォーマットを送ります。 

A4・2枚、写真 2枚くらい、もいただけると嬉しいです。（担当：沖田） 

あとがき  

 5～7月紫陽花が私たちの目を楽しませてくれる季節ですが、「こんなのもあるの？」と思うほど、様々な種

類や色があり驚きます。皆様の身近（庭・ベランダや道端、部屋の鉢植えや生け花）でも色鮮やかな紫陽花が

日々を和ませてくれているのではと思います。 

皆様は紫陽花の花言葉をご存じでしょうか。紫陽花の花言葉は、色が変化することから「移り気」「浮気ここ

ろ」、開花の時期が長いことから「辛抱強い」、額が集まっていることから「家族団らん」「和気あいあい」など

があるそうです。どの花言葉も花の特性を表してして思わず納得してしまいます。近年に母の日の贈り物とし

て店先に並んでいる理由も「なるほど」です。 

あなたは、紫陽花の花言葉・・・誰に、どの言葉を送りたいですか？ （山路） 

 

① 前ページの QRコードから公式ラインアカウントを開く 

② 友達申請をする 

③ 各会員が発信したい情報をこの公式ラインアカウントでトーク 

したり写真等をアップする 

④ 頂いた情報をその他の SNSにサポート委員会からアップする 

⑤ その他公式ラインアカウントの使い方として、各会員の相談 

対応、各会員への情報提供を行う 

※投稿上の注意点 

ア）個人情報がある場合の取り扱いは、個人情報保護法を遵守し個人の了解を得たものだけ

を投稿すること（了承を得られないものと判断した場合は、委員会で削除する場合あり） 

イ）誹謗中傷は行わない 

mailto:kyougikai.kaihou@gmail.com

